

















How Do Students Feel about   “English Classes Conduced in English 
with a Power Point Presentation”
Sadashi MORI
In my English classes for the first and second year students at Fukui National College of Technology, 
I’ve taught in English with a power point presentation for the last three years. In the survey conducted 
in May & July of 2012, most of the responding students gave positive feedback on my teaching style 
and technique, which leads to the expectation that they would get good scores on English tests. 
However, their actual test results were not as good as expected. This discrepancy suggests that those 
who are satisfied with their classes do not always achieve well in tests and vice versa. It is concluded 
that learner autonomy plays an important role in language learning and that teachers should help 
students develop their learner autonomy.


















































































































































































































































（３）Everyone,	 look	 at	 the	 screen.	You	 can	 see	 a	
red	 part	 and	 a	 blue	 part	 on	 the	 screen.	The	
underlined	 red	 part	 is	modified	 by	 the	 blue	
part.	 In	 this	 case,	 the	word“filled”is	 the	 past	
participle	 form	 of“fill”,	 not	 the	 simple	 past	
form.	The	past	participle	form	is	typically	used	
in	 passive	 voice,	 so	 you	 can	 paraphrase	 the	

































next	word.	 Raise	 your	 hand	 if	 you	 know	 the	
answer.	When	your	name	is	called,	you	can	say	




























































① ② ③ ④
ア 3 3 4 0
イ 26 24 7 7
ウ  3 8 2
エ   2 3
オ 0 0 0 0
表２：第２回調査結果
① ② ③ ④
ア 5 3 0 3
イ 8 8 4 6
ウ 9 20 26 2
エ 0  2 
オ 0 0 0 
表３：意識変化
① ② ③ ④
↑ 8 8 3 9
＝ 30 3 35 30
↓ 3 2 3 2
表４：第１回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 3 6  5 0 0
イ 8 7 6 4 6 7
ウ 5 5 9 7 7 5
エ 2  2 2 5 4
オ 3 2 3 3 3 5
表５：第２回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 6 5 3  2 4
イ 8 27 2 2 3 5
ウ 5 7 4 5 2 5
エ 0  2 2 4 5





















































① ② ③ ④ ⑤ ⑥
↑  6   9 
＝ 26 2 22 20 2 24
↓ 4 4 8 0  6
表７：第１回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 9 4 4 2 2 4
イ 2 29 29 28 26 25
ウ 0  7 9 2 2
エ  2  2  0
表８：第２回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 9 2 6 7 2 4
イ 22 26 25 24 24 27
ウ 9 2 0 0 5 0
エ 2 2    
表10：調査結果
ア イ ウ エ
第１回 9 28 4 0
第２回 0 30 2 0
表11：調査結果
ア イ ウ エ オ
第１回  3 25  
第２回 3 5 28 6 0
表９：意識変化
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
↑ 2 9 7 9 5 6
＝ 9 23 27 27 27 28











































































ア イ ウ エ オ
第１回 2 6 23 0 0





































（+） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4 － 2  ～ 4 － 
5 ～ 9  － 5～ 9 － 2
表19
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
0～ 34 4 2 0 ～ 34 5 5
表15：前期成績 70 点以上 79 点未満の学生６名分
（+） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4 2 － ～ 4 － －
5～ 9  － 5～ 9 － －
0～ 4  － 0 ～ 4 － －
5～ 9 － － 5～ 9 － 
20 ～ 24 － － 20～ 24  －
表16：前期成績 60 点以上 69 点未満の学生９名分
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4 －   ～ 4  
5 ～ 9  － 5～ 9  2
0 ～ 4 － － 0～ 4  
表17：前期成績 50 点以上 59 点未満の学生 12 名分
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4    ～ 4 － 2
5 ～ 9 － － 5～ 9  －
0 ～ 4 － － 0～ 4 － －
5～ 9   5 ～ 9  －
20 ～ 24 － － 20～ 24 － 
25 ～ 29 －  25 ～ 29 － 
30 ～ 34  － 30 ～ 34 － －
表18：前期成績 49 点未満の学生 7名分
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4    ～ 4 － －
5～ 9 － － 5～ 9 － 
0 ～ 4 － － 0～ 4 － －
5～ 9 － － 5～ 9  
20 ～ 24  － 20 ～ 24  0
～ 39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90 ～
① 3 8 5  5 7 3
② 6 6 7 0 7 3 3
①＝中間考査　②＝期末考査
表13
4
穴埋め問題（配点 40 点）、そして、③洋楽の歌詞の聞き
取りの問題（配点 0点）から構成されている。試験で出
題した問題を以下に示す。
「パワーポイントを用いた英語による英語授業」に対する学習者の反応
資料11－２：平成 24 年度前期中間考査－総合問題（１－２）②
資料12：平成 24 年度前期中間考査－穴埋め問題（対訳省略）②
資料13：平成 24 年度前期期末考査－穴埋め問題①
資料14：平成 24 年度前期期末考査－並び替え問題①
資料15：平成 24 年度前期期末考査－発音・アクセント問題①
資料16：平成 24 年度前期期末考査－リスニング問題③
資料11－１：平成 24 年度前期中間考査－総合問題（１－１）②
①のワークブックから出題される問題は、真面目に［反
復］学習をしていれば点数が取れるため、学習意欲がある
学習者間での点数の差はほとんど見られない。他方、②
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の本文を利用した問題は、本文中のどの箇所が出題される
かを予想して試験勉強をする必要があり、①の問題に較べ
て、より高い「学習者自律性」が要求され、学習者間での
点数の差が大きい（ここで言う「学習者自律性」とは、『何
をどのように学ぶかを自分で決定し、実行結果を自分自身
で評価できる』能力のことを指す）。
中間試験および期末試験を分析したところ、①の問題の
正答率が高いにもかかわらず、②の問題の正答率がかなり
低い学習者（意識調査では積極的な取り組み意識（ア or イ）
や高い活動意欲（ア or イ）を示している）が６割近くも
いた。①の問題がある程度できているということはそれな
りの試験勉強をしていたことの表れであり、それにもかか
わらず、②の問題ができていないというのは、「学習者自
律性」が低いために適切な試験対策ができていなかったか
らではないかと推察される。このことは、学習者の英語力
を向上させるためには、教師は、授業を通して、学習者の
学習意欲と「学習者自律性」の両方を高めていく必要があ
ることを示唆している。
５　まとめ
本稿では、Power	 Point による提示を併用した英語に
よる授業（学習者には本文の日本語訳の宿題を課してい
る）の実践例を示し、この授業形態が、学習者の「聞く」
活動や「読む」活動への積極性や授業中の各種活動への参
加意欲を高めることを意識調査の結果から明らかにした。
さらに、意識調査の結果から予想されるほどには英語の試
験の成績が良くないことを示し、このズレは、学習者に十
分な「学習者自律性」が備わっていないことに起因してい
る可能性があることを指摘した。これを元に、教師は、学
習者の英語力を向上させるためには、授業を通して、学習
者の学習意欲を高めるとともに、「学習者自律性」を養成
する必要があることを主張した。
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